
 

 

 令和 7 年度秦野南が丘ウェルシー自治会定期総会議事録   

開催日時 令和 7 年 4 月 13 日（日）10:00～12:15 開催会場 ウェルシー集会所 2F 会議室 

4 月 13 日に開催されました令和 7 年度秦野南が丘ウェルシー自治会定期総会の内容を以下に報告します。 

      

1. 資格審査 

  会員総数 292 名（令和 7 年 4 月 13 日現在）に対して、会場出席者数 53 名、委任状提出者数 193 名の

計 246 名の出席となり、会員総数の 1/2 以上であるため自治会則第 6 条 1 項により、本総会は成立しました。 

 

2. 議案 

・議案 1 号    令和 6 年度事業報告の承認について 

・議案 2 号    令和 6 年度収支決算書及び監査報告の承認について 

・議案 3 号    令和 7 年度役員(案)の承認について 

・議案 4 号    令和 7 年度事業計画(案)の承認について 

・議案 5 号    令和 7 年度収支予算(案)の承認について 

・議案 6 号    令和 7 年度秦野南が丘ウェルシー自主防災会組織(案)の承認について 

 

3. 議決 

議案 1 号、議案 2 号、議案 3 号、議案 4 号、議案 5 号、議案 6 号の議決はいずれもウェルシー自治会会則第

7 条 4 項の要件を満たしたことから、原案どおり承認されました。 

 

4. 総会出席者からの質問・意見/提案・要望と回答等 

質疑応答の中で、以下のような質問・意見・要望と、回答等がなされました。 

意見・要望内容に対しては、今後の検討が必要となります。 

 

【質問】 

南が丘 8 自治会連絡会から、さつき南自治会が退会するとの事であるが離脱理由は何か。 

【回答】 

高齢化と、会員数の減少が有り、単独自治会の活動を維持するためにも、8 自治会の協力活動負担を継続

することが困難となってきたためである。さつき南の自治会自体は、継続して存在する。 

 

【質問】 

納涼大会では、キッチンカーの出店があったが、場所代や参加費などの徴収などはあったか。また、継続性はあるの

か。 

【回答】 

費用の徴収など金銭のやりとりはありません。電気についてはそれぞれ発電機を持ち込んでのものなので、自治

会の負担はない。来年度以降も要請すれば出店いただける見込である。 

【意見】 

WEB 



 

かなり売り上げもあったように思えるし、自治会も照明費用などいろいろ負担しているので何らかのものを頂いて

も良いのではないか。 

 

【意見・提案】 

決算についての予備費の記載取扱い方法について、妥当ではないように思います。 

予算枠で予備費の充当先プラスマイナス処理を行い、予備費の実績枠には数字を記載しないのが一般的です。

令和５年度定期総会議案書の記載方法を参考にしてほしい。 

【回答】 

ご意見内容を理解しました。令和７年度役員にご意見内容の引継ぎをします。 

 

【質問】 

納涼大会でのケーブル更新費用は一人当たり 200 円で会員数分の負担ということで、切りの良い数字であるが、

妥当性は確認しましたか。また、ケーブル保管自治会が納涼大会以外の自己都合で使用することはないか。 

【回答】 

総費用を 8 自治会の世帯数で割った数字で、妥当なものです。切りが良いのは繰越金も使用しているためで

す。 

ケーブルは特殊なもので、納涼大会以外には使用できません。 

 

【質問】 

P8 の夕涼み会およびクリスマス会の取扱いの検討の中で、従前通りとの記載があるが、2018 年の自治会はタッ

チしていません。従前通りいうのであれば、自治会はタッチしないと言うことではないか。今後の役員が協議して考えて

いけば良いが、個人的には、自治会の参加行事が多すぎるように思います。 

【回答】 

従前というのは昨年と同様と言うことです。その前はコロナ禍でした。令和６年度は前年度を踏襲した活動内

容としました。 

【意見】 

今後の役員が協議して考えていけば良いが、個人的には、自治会の参加行事が多すぎるように思います。 

 

【質問】 

防災備品の点検で、電動ハンマードリルと電動カッターは目視確認となっているが、それで良いのでしょうか。 

【回答】 

これらの稼働確認には危険性の観点から専門知識も伴うと考えられるため、防災協議会にもはかって、稼働さ

せないこととしました。 

【意見】 

いざという時に使えないでは意味がありません。2018 年には稼働確認をしました。説明書をよく読んで、やった

ほうが良いと思います。 

 

【意見】 

会計監査の 1 名を副会⾧兼任とする現行会則を維持することとしているが、やはり妥当ではないと考えます。自

分で自分を監査するのは避けた方が良い。イメージとしては、例えば、1 名の監査は現行のまま前年財務部員とし、

もう１名は前年度の副会⾧とするなどして、当年度の副会⾧が兼任するのは避けるべきだ。 

監査は、会計監査であり、事業監査ではないので、帳票と帳簿の照らし合わせなどの出納確認だけである。活動



 

内容を把握する必要は無い。 

是非再検討いただきたい。 

 

【要望】 

防災訓練において、定型の事務的とも言えるような内容のものだけでなく、様々な状況を考慮したようなものも検

討いただきたい。また、マニュアル化も進めてほしい。 

また、いざという時、どこに連絡すれば良いのかが分かるようにしてほしい。 

 

【質問】 

ウェルシーシニアクラブへの助成金の用途として記載されている行事に対して、当クラブ会員以外の一般への募集

も行っていますか。 

【回答】 

行っていると認識しています。 

掲示板を利用した募集を行っています。回覧などは行っていません。 

【意見】 

この項目の表題は「敬老行事・ウェルシーシニアクラブとの活動・高齢者ケアに関する取り組み」となっているが、

「敬老行事・高齢者ケアに関する取り組み」で良いのではないか。他の組織との関わりについての記述と比較して、

ウェルシーシニアクラブに関する記載に違和感を覚えます。 

 

【質問】 

令和 7 年度の重点施策の文化体育部の項で、炊き出しとはどういう内容を意味しますか。以前やっていた豚汁

の炊き出しを意味しますか。 

【回答】 

餅つき時の主に火起こしの実施を意味します。 

【意見】 

火起こしだけで、有事への備えとしての炊き出し経験と言えるでしょうか。豚汁もやってはいかがでしょうか。 

豚汁は結構大変で、負担が大きい。何らかのやり方を考えても良いのではないか。 

 

『防災に関する要望意見として以下のような意見や要望がありました。』 

【意見】 

・防災備品の内容の再検討も必要ではないか。様々な状況も考慮したものとしてほしい。 

・掲示板を利用して、防災関連の専用スペースを常設して情報提供をしてはどうか。 

・現在の防災マニュアルは 2010 年に作成されたものであるが、見直しが必要ではないか。 

 
以上 


